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特集「ネットワークサービスと分散処理」の
編集にあたって

野呂 正明1,a)

コロナウィルスの影響が出たこの 2 年間で，リモート
ワークの普及が進んだだけでなく，国が関与する情報シス
テムを一括して取り扱うデジタル庁の設置，コロナワクチ
ン大規模接種会場の予約システムの仕様に問題があり，報
道機関による偽の予約といった問題が発生するなどネット
ワークや ITに注目が集まりました．
コロナウィルス感染の問題は，ワクチン接種の進捗にと

もない影響は少なくなってきておりますが，コロナ感染収
束後もリモートワーク主体の勤務体制を続ける組織も一定
数あります．そのため，リモートワーク主体の仕事のやり
方はコロナ前と比較して多い状況は今後も続くと思われ
ます．
働く人の大部分がインターネット経由の VPN（Virtual

Private Network）でリモートワークを行う組織の場合，イ
ンターネットと接続する回線容量や計算機環境確保のコス
トが問題となります．同様に，これらの設備を運用するコ
ストも大きいため，商用クラウドサービスを積極的に活用
する動きが広がっております．また，携帯電話サービスに
おいて 5Gの商用利用が開始されたことから，クラウドコ
ンピューティングやエッジコンピューティングに対する期
待も高まっております．
このような状況を鑑み，5Gや LPWA（Low Power，Wide

Area），SDN（Software Defined Network）や NFV（Net-

work Function Virtualization）といったネットワーク技術，
クラウドコンピューティングやエッジコンピューティング
といったネットワークや分散処理の技術だけでなく，ネッ
トワークを介して収集したデータを機械学習等により解析
する技術など，本特集号では募集しました．
その結果，エッジコンピューティング，SDN，ワイヤレ

スや機械学習，さらにはセキュリティ関連の技術に関する
ものなど幅広い投稿があり，22編の論文が採択されました
（採録率 66.7%）．
本特集号に採録された論文が新たな情報システムやサー

ビス，ネットワーク技術の普及と発展を支えることができ
ましたら幸いです．
最後に，特集号の企画・編集・論文査読・審査にご尽力
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上げます．
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